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水月湖堆積物中砕屑物の起源とその寄与率の定量復元法
Provenances of detrital materials in the Lake Suigetsu sediment and quantitative evalua-
tion of their mixing ratio
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日本中部に位置する福井県水月湖の堆積物には、1993年、2006年の掘削試料から超高精度、高解像度な深度年代モデ
ルが確立しており、過去の気候変動を高精度・高時間分解能で復元するために理想的な研究対象である。水月湖に流入
する砕屑物には、風成塵、周辺斜面からの流入物、隣接する三方湖の集水域から三方湖を介して水月湖に流入する細粒
の河川起源懸濁物の３種類があると考えられる。これらの砕屑物の流入メカニズムやフラックスの変動は、それぞれ偏
西風の挙動、過去における地震や洪水などの災害、周辺地域の降水史を反映している可能性があり、これらを分離して
それぞれのフラックス変動を復元できれば、西南日本、更には東アジア地域の詳細な古気候記録や自然災害記録を得る
ことが期待できる。
本研究では、堆積物から薬品処理によって抽出した砕屑物フラクションについて、主要元素分析を行い、その結果の

因子分析に基づいて端成分の抽出を行い、更に抽出されたそれぞれの端成分について鉱物組成、色、粒度組成などの指
標を用いて特徴づけを行った。さらにこの結果を考えられる供給源の試料や水月湖堆積物中に挟在するイベント層の特
徴と比較することでそれぞれの端成分が表す供給源の推定を行い、さらにそれぞれの端成分について、フラックス変動
復元を試みた。
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